


市政への女性意見の反映度について
Q あなたは、現在の蒲郡市の行政や地域社会の運営において、女性の意見がどの程度

反映されていると思いますか。
十分反映されている

まあまあ反映されている

あまり反映されていない

全く反映されていない

わからない

その他
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コメント ・「介護・福祉サービス等を利用して家族の負担を軽減する」が過半数に達し
ており、介護サービスの充実を求める声が多いことがうかがえます。
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家族等の介護のあり方について
Q 家族等の介護のあり方について、あなたの考えにもっとも近いものを選んで下さい。

家族みんなで協力する

女性（妻や娘など）がする

介護・福祉サービス等を利用して
家族の負担を軽減する

施設へ入所する

その他

全体

男

女
1.3

0.9

1.2

3.725.1

34.0 53.1 4.37.7

61.6 8.4

18.8 67.9 8.5 3.5

（％）

男女の平等について
Q 現在、日本において、女性と男性のどちらが優位にあるとおもいますか。

コメント ・前回調査と大きな変化はみられませんでした。

女性優位

平等

男性優位

回答なし

学校教育

就職や職場

家庭生活

法律や制度
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6.9 42.9 42.1 8.1

35.1 24.3 33.9 6.7

82.5 7.0

1.0

16.4 63.4 13.3 6.9

Q 政治や行政において、政策の企画や方針決定の過程に女性が進出していない理由は
何だと思いますか。

注）「複数回答」

コメント ・全体として「子どもができてもずっと職業を
続ける方が良い」が前回調査の14.6%から
10%近く増加しています。
・「子どもができたら職業をやめ、成長したら
再び職業をもつ方がよい」との回答が過半数
に達しており、子育てなどでいったん仕事を
中断した女性の再就職への支援が求められて
いそうです。

女性の職業と生活設計について
Q 一般的に、女性の職業と生活設計について、どのようにお考えになりますか。
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全体

男
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（％）

子供ができてもずっと職業を
続ける方がよい

結婚するまでは職業をもつ方がよい

子供ができるまでは職業をもつ方
がよい
子供ができたら職業をやめ、成長
したら再び職業をもつ方がよい

女性は職業をもたない方がよい

その他

2.2

0.41.4

24.9

20.3

29.0 6.5 52.9 9.8

5.6 9.1 49.6 13.2

7.6 51.4 11.6

1.2

男性優位の組織・運営 54.2

家族・職場・地域における
性別役割分担・性差別の意識

32.4

女性側の積極性が十分でない 30.2

女性の活動を支援する
ネットワーク不足

23.9

（％）

　蒲郡市では、男女共同参画プラン改定の資料とするため、市内在住の2,000人を対象に市民意識調査アンケート
を実施し、778人（38.9%）の方から回答をいただきました。前回（平成11年）のアンケートと比べて10年間で意識
はどのように変化したのでしょうか？
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